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決算ハイライト

財務サマリー

売上収益

31.6億円

前期比+6.4％

営業利益

3.8億円

当期利益

2.1億円

前期比＋122.8％

業績サマリー

 フォトウエディングサービスにおいて、撮影件数、撮影単価ともに前年同期を上回り、

アニバーサリーフォトサービスにおいても増収となった結果、売上収益は31.6億円と

前期比＋6.4％となり、第2四半期累計として過去最高売上を更新

 営業利益は、人員増に伴う人件費や広告宣伝費が増加したものの、増収に加え、仕入

れコストの削減などの結果、3.8億円と前期比+88.4%の増益となった

前期比+88.4％
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2026年9月期第2四半期 連結包括利益計算書（IFRS)

 売上収益はフォトウエディング、アニバーサリーフォトともに増収

 店舗数増加に伴う広告宣伝費や人件費の増加等の影響があるも、増収及び仕入れ
コスト削減などにより利益率が改善し、営業利益・当期利益ともに増益

（単位：百万円）

26/9期
第2四半期

連結累計期間

25/9期
第2四半期

連結累計期間
前期比

26/9期
通期業績予想

売上収益 3,169 2,979 6.4% 6,481 

売上総利益 1,235 1,061 16.4% 2,247 

売上総利益率 39.0% 35.6% 3.3pt 34.7%

営業利益 384 204 88.4% 453 

営業利益率 12.1% 6.9% 5.3pt 7.0%

当期利益 218 98 122.8% 239 

当期利益率 6.9% 3.3% 3.6pt 3.7%
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売上収益

 当第2四半期連結累計期間の売上収益は31.6億円（前期比+6.4%)

【単位:百万円】

売上収益の変動要素分析（前期比）

▲1



7© Decollte Holdings Corporation

営業利益の変動要素分析（前期比）
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の減少
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の増加

その他増減 26/9期

第2四半期

連結累計期間

営業利益

 人件費、広告宣伝費などが増加したものの、売上収益の増加および資本政策関連コス
トの減少により、営業利益は384百万円（前期比+88.4%）

 4月22日に開示した、株式会社エミュ及び株式会社エミュLabの子会社化に伴う費用
（仲介手数料、アドバイザリー費用等）の大半は第3四半期に計上予定

【単位:百万円】
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＜賃貸借契約等に伴い計上する使用権資産・リース負債について＞
IFRS第16号「リース」の適用により、当社が賃借する物件（主に店舗用）の賃借契約を締結すると、将来にわたって支払う予定の賃料総額の割引後キャッシュ・フローの合計額をリース負債として計上し、あわせて当

社の「使用権」として使用権資産に計上している。
＜総資産に占めるのれんの割合が高いことについて＞
当社グループはIFRSに基づき連結財政状態計算書を作成しているため現行基準下では当該のれんの償却は不要となりますが、非流動資産にのれんとして5,635百万円を計上しており、総資産に占める割合が46.3％（2026年3月末時点）。

2026年9月期連結会計年度末時点における回収可能価額は、のれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を大幅に上回っていることから、減損テストに用いた主要な仮定が合理的な範囲内で変更されたとしても、当該
資金生成単位又はそのグループの回収可能額が帳簿価額を下回る可能性は低いと考えています。今後５年間の成長率がゼロであった場合でも回収可能価額がのれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を十分に上回る
ため、減損の可能性は低いと考えています。

連結財政状態計算書

【単位:百万円】

 売上収益の増加等により、現金及び現金同等物は1.6億円増加

 店舗物件賃借料の支払等により使用権資産とリース負債が減少

 2026年11月に返済期限を迎える借入金の一部（リファイナンス予定）の
振替により短期借入金が増加、長期借入金は減少

26年3月末 25年9月末 増減 26年3月末 25年9月末 増減

現金及び現金同等物 494 329 164 短期借入金 889 503 386

営業債権及びその他の債権 355 286 69 リース負債 625 613 11

その他 225 193 31 その他 1,180 1,064 116

流動資産合計 1,075 809 265 流動負債合計 2,695 2,181 513

有形固定資産 1,152 1,207 -55 借入金 1,130 1,668 -537

使用権資産 3,600 3,943 -342 リース負債 2,754 3,098 -344

のれん 5,635 5,635 0 その他 393 392 1

その他 713 726 -13 非流動負債合計 4,278 5,159 -881

非流動資産合計 11,101 11,513 -411 資本合計 5,203 4,982 220

資産合計 12,176 12,322 -146 負債及び資本合計 12,176 12,322 -146
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営業CFは売上収益、債権債務の増減などにより6.6億円となり、

投資CF、財務CFを吸収し、当期末現預金残高は1.6億円増加

連結キャッシュフロー
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■スタジオエミュ

・地域に浸透したブランド力に、当社のマーケティング
ノウハウを掛け合わせることにより、集客力を強化

・顧客から高い支持を得ている撮影体験を武器に
今後も店舗展開を推進、フォトウエディングサービス
との連携も視野に

グループ化の狙い② シナジー効果の創出による成長の加速

■当社の既存ブランド

・1店舗平均売上高が高いエミュのノウハウを取り込み、
「HAPISTA」「Ashery」の収益力を強化

・両社の知見やノウハウを結集し、アニバーサリーフォト
サービスに限らずこれまでに注力できていなかったライフ
イベントの撮影サービスの開発

×

店舗網の拡充だけでなく、各々のノウハウ・強みを掛け合わせたシナジー効果を創出、
既存店も含めた顧客層の拡幅・単価の向上・集客の強化を推進
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会社概要

会社概要 沿革

会社名 株式会社デコルテ・ホールディングス

本社所在地 兵庫県神戸市中央区加納町4丁目4番17号
ニッセイ三宮ビル12階

創業 2001年11月6日（旧株式会社デコルテ設立）

設立 2016年12月13日（旧株式会社CCH6a設立）

代表者 新井 賢二（代表取締役社長）

資本金 155,384,000円（2026年3月末日現在）

従業員数 425名（連結、2026年3月末現在正社員数）
うちフォトグラファー151名
うちメイクアップアーティスト166名

株主(自己株式を除く
発行済株式総数に対
する所有割合)
2026年3月３1日現在

株式会社IBJ
平松 裕将
小林 健一郎
前田 朋己
平田 欽也

（50.0%）
（4.5%）
（2.2%）
（1.7%）
（1.7％）

2001年 旧株式会社デコルテ設立 エステティック事業を開始

2002年 リラクゼーション事業を開始

2004年 挙式事業（チャペルウエディング）を開始

エステティック事業を譲渡

2008年 フォトウエディングサービスを開始

2010年 フォトウエディングサービス初の単独店舗を出店

2011年 衣裳レンタル・サービスを開始

2014年 和婚スタイル・サービスを開始

2015年 アニバーサリーフォトサービスを開始

2017年 旧株式会社CCH6aが旧株式会社デコルテを吸収合併、同時に
株式会社デコルテに社名変更

2018年 会社分割により当社を持ち株会社とする持ち株会社体制に移行

リラクゼーション事業を譲渡

2020年 株式会社デコルテ・ホールディングスに社名変更、
同時に事業子会社株式会社Decollte Photographyを
株式会社デコルテに社名変更

挙式事業（チャペルウエディング・和婚スタイル・衣裳レンタル）を
事業譲渡

2021年 東京証券取引所マザーズ新規上場

2022年 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所マザーズ
市場からグロース市場に移行

2025年 株式会社IBJによる公開買付を経て、同社の連結子会社化

2026年 株式会社エミュ及び株式会社エミュLabを完全子会社化
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ビジネスモデル 特長/強み（内製化②撮影用衣装・専用スタジオ）

年間2.4万組超の撮影規模を活かし、 衣装や専用スタジオを内製化することにより
コスト競争力創出/収益拡大が可能

衣装内製化の強み

専用スタジオ・屋内庭園の強み

・年間2.4万組の
規模メリット

・自社制作による
マージン排除

コスト競争力

・トレンド最新作を
素早く店舗に
導入可能

流行の反映

＋ ・新作、流行デザイン
による付加価値の

提供
・衣装レンタルとい
う収益源の確保

収益性向上

・ヘアメイク直後
撮影可能

・ロケ地移動なし

稼働件数増

・悪天候等の気候
に左右されず
撮影可能

リスク低減

＋
・効率のよいオペ
レーションが可能
・多数実績による

コスト低減

生産性向上
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お問い合わせ

本説明資料およびその他IRに関するお問い合わせ先

株式会社デコルテ・ホールディングス IR担当

URL : https://ir.decollte.co.jp/

E-mail : ir@decollte.co.jp


